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明
治
十
五
年
に
創
立
さ
れ
た
皇
典
講
究
所
に
淵
源
す
る
國
學
院

大
學
で
は
、
創
立
以
来
、
豊
富
か
つ
多
種
多
様
な
学
術
資
産
を
所

蔵
し
て
き
た
が
、「
そ
れ
を
「
学
術
資
産
」
と
し
て
保
存
・
利
用

し
、
そ
の
価
値
や
存
在
意
義
を
社
会
に
向
け
て
問
う
て
き
た
か
ど

う
か
と
な
る
と
、
い
さ
さ
か
心
許
な
い
気
が
し
な
い
で
は
な
い
」

（
阪
本
是
丸
「『
史
料
か
ら
見
た
神
道
―
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
を
中
心

に
―
』
刊
行
に
寄
せ
て
」）。
そ
の
よ
う
な
学
術
資
産
の
う
ち
、
と
り

わ
け
神
道
関
係
の
文
献
資
料
に
注
目
し
て
、
そ
の
学
術
的
意
義
を

広
く
社
会
に
向
け
て
発
信
し
よ
う
と
い
う
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン

タ
ー
の
思
い
か
ら
本
書
は
生
ま
れ
て
い
る
。
大
学
所
蔵
の
学
術
資

産
を
用
い
て
神
道
研
究
を
進
め
、
そ
の
学
術
的
意
義
を
社
会
に
向

け
て
発
信
し
よ
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
も
学

術
資
産
を
豊
富
に
所
蔵
す
る
國
學
院
大
學
な
ら
で
は
の
企
画
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
本
書
は
、
阪
本
是
丸
氏
の
「
皇
典
講
究
所
関
係

出
版
物
に
関
す
る
一
考
察
」
を
は
じ
め
と
す
る
三
部
十
一
編
の
論

考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
以
下
敬
称
略
）。
第
一
部
「
中
近
世
の

神
道
・
神
社
」
で
は
、『
本
朝
寺
社
物
語
』
の
成
立
（
新
井
）、
賀

茂
別
雷
神
社
の
御
読
経
供
僧
（
太
田
）、
日
御
碕
神
社
に
お
け
る

真
言
神
道
の
伝
授
（
大
東
）
と
い
っ
た
問
題
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

第
二
部
「
国
学
者
の
神
理
解
」
で
は
、
前
記
阪
本
論
文
の
ほ
か
、

鈴
木
重
胤
・
岡
熊
臣
・
敷
田
年
治
・
飯
田
武
郷
に
見
る
『
日
本
書

紀
』
宝
鏡
開
始
章
の
解
釈
（
中
野
）、
大
国
隆
正
の
神
典
研
究
（
中

村
）、
八
田
知
紀
の
尊
皇
思
想
と
学
問
観
（
宮
本
）
を
扱
っ
た
論
文

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
三
部
「
近
代
神
道
を
め
ぐ
る
制
度
と

思
想
」
で
は
、
戦
後
の
國
學
院
大
學
と
教
派
神
道
と
の
関
係
（
中

山
）、
常
世
長
胤
関
係
資
料
を
中
心
と
し
た
國
學
院
大
學
の
大
教

宣
布
運
動
関
係
資
料
（
藤
田
）、
神
道
事
務
局
の
設
立
と
制
度
（
戸

浪
）、
岩
崎
長
世
の
神
葬
祭
研
究
（
星
野
）
と
い
っ
た
問
題
が
扱
わ

れ
、
か
つ
関
係
資
料
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
読
み
応
え

の
あ
る
論
文
で
あ
り
、
國
學
院
大
學
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
神
道
関

係
の
学
術
資
産
を
知
る
上
で
も
有
益
な
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編

『
史
料
か
ら
見
た
神
道
―
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
を
中
心
に
―
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
一
年
三
月　

Ａ
５
判　

三
六
五
頁　

本
体
五
六
〇
〇
円
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最
近
「
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
な
る
も
の
が
老
若
男
女
を
問
わ
ず

流
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
の
場
所
が
神
社
（
仏
閣
）
の

境
内
に
集
中
し
て
い
る
。
要
す
る
に
昔
よ
く
言
わ
れ
た
「
霊
験

灼あ
ら
た
かな
神
社
」
の
こ
と
を
今
風
に
言
い
替
え
た
だ
け
で
あ
り
、
日

本
人
の
宗
教
心
の
基
層
は
昔
も
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

著
者
が
本
書
の
帯
に
「“
聖
な
る
も
の
”
へ
の
畏
敬
の
念
か
ら

発
し
た
日
本
人
と
神
と
の
長
い
歴
史
」
と
明
記
さ
れ
た
通
り
、
こ

の
よ
う
な
日
本
人
の
宗
教
心
意
を
明
快
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
第
一
部
「
日
本
人
と
神
―
『
聖
な
る
も
の
』
へ
の
畏
敬
―
」

と
し
て
、宗
教
を
指
す
単
語
のreligion

が
、ラ
テ
ン
語
のreligio

（
畏
れ
、
慎
み
）
か
ら
起
因
し
、
こ
れ
は
古
代
日
本
人
の
宗
教
心
と

同
じ
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
、
し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
よ

り
西
欧
で
は
自
然
に
対
す
る
畏
れ
や
慎
み
が
薄
れ
、
人
間
が
自
然

を
征
服
し
制
御
す
べ
き
も
の
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
事
を
指
摘
す
る
。

　

第
二
部
「
聖
徳
太
子
の
説
か
れ
た
『
公
と
私
』
―『
國
體
』
を
創
っ

た
『
十
七
條
憲
法
』―
」
で
は
、
我
国
の
国
体
論
は
江
戸
時
代
に
水

戸
学
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
が
、
原
理
と
し
て
は
聖
徳
太
子
の
時

代
に
既
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
第
三
部
の
「
日
本
人
の

『
在
る
べ
き
様
』は
？
―
國
民
宗
教
と
し
て
の
自
然
信
仰
―
」で
は
、
キ

リ
ス
ト
教
を
奉
ず
る
西
欧
知
識
人
の
中
に
も
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
大

使
で
あ
っ
た
ポ
ー
ル･

ク
ロ
ー
デ
ル
の
よ
う
に
神
道
に
注
目
し
価

値
を
見
出
し
た
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
四
部
「
守
護
神
と
し
て
の
靖
國
の
神
―
『
怨
親
平
等
』

觀
を
超
え
て
―
」
で
は
靖
國
神
社
を
め
ぐ
る
今
日
の
状
況
を
考
え

る
上
で
、
実
に
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
靖
國
神
社

に
は
仏
教
的
「
怨
親
平
等
」
観
を
一
つ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
限
っ
て
そ
れ
を
強
く
主
張
す
る
反
対
派

の
思
考
を
考
察
す
る
大
き
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　

日
本
人
に
と
っ
て
神
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
、
そ
し
て

戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
政
策
「
神
道
指
令
」
が
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
今
も
多
く

の
人
た
ち
が
お
参
り
す
る
の
か
、
日
本
人
の
宗
教
心
意
を
探
求
す

る
必
携
の
書
で
あ
る
。

小
堀
桂
一
郎
著

『
な
ぜ
日
本
人
は
神
社
に
お
參
り
す
る
の
か
』

　
　

海
竜
社　

平
成
二
十
一
年
五
月　

Ｂ
６
判　

二
九
〇
頁　

本
体
一
六
〇
〇
円
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折
口
信
夫
は
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
に
お
い
て
、『
日
本
書
紀
』

に
典
拠
を
も
つ
「
天
皇
霊
」
と
い
う
用
語
を
用
い
、
皇
位
継
承
儀

礼
の
秘
儀
を
解
き
明
か
す
新
た
な
視
点
を
導
入
し
た
。
し
か
し
戦

後
、
折
口
の
大
嘗
祭
論
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
展
開
さ
れ
る
な
か

で
、「
天
皇
霊
」
は
宙
に
浮
い
た
ま
ま
取
り
残
さ
れ
て
き
た
感
が

あ
っ
た
。
本
書
は
、
こ
の
折
口
「
天
皇
霊
」
論
の
是
非
に
つ
い

て
、
学
際
的
な
視
点
を
取
り
入
れ
て
論
じ
た
「
天
皇
霊
」
の
総
合

的
研
究
で
あ
る
。
佐
々
木
氏
は
ま
ず
、
折
口
当
人
に
お
い
て
さ
え
、

「
天
皇
霊
」
の
概
念
が
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
、
従
来
の

研
究
の
よ
う
に
「
大
嘗
祭
の
本
義
」
の
み
を
対
象
に
す
る
こ
と
の

危
険
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
彼
に
と
っ
て
「
天
皇
霊
」
が
い
か

な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
検
証
し
、
そ
の
最
大
の
特
色
が
、

「
天
皇
を
し
て
天
皇
た
ら
し
め
る
根
源
的
な
ミ
タ
マ
が
、
血
縁
拒

否
の
思
想
の
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
た
（
第
一

章
）。
つ
い
で
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
「
天
皇
霊
」
と
い
う
用

語
が
い
か
な
る
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
証
し
、
そ
れ

が
折
口
の
い
う
意
味
で
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
大
嘗
祭
と
何
の

関
係
も
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。『
日
本
書
紀
』
の
「
天
皇

霊
」
は
、
天
皇
・
皇
族
・
臣
下
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
、
天

皇
に
お
い
て
は
祖
神
の
霊
威
、
臣
下
に
お
い
て
は
天
皇
の
も
つ
威

霊
や
稜
威
、
皇
族
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
両
方
の
観
念
・
用
法
を
含

ん
で
い
る
。
ま
た
「
天
皇
霊
」
は
「
武
具
に
憑
い
て
発
動
す
る
武

威
」
で
も
あ
っ
た
（
第
二
章
）。
最
後
の
点
を
受
け
て
、
次
に
天
皇

霊
と
神
器
の
継
承
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
。「
三
種
の
神
器
」
は

「
本
来
、
祖
霊
祭
祀
の
た
め
の
呪
器
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
「
祖

神
の
依
代
」
で
あ
り
、「
祖
神
の
ミ
タ
マ
ノ
フ
ユ
」
た
る
「「
天
皇

霊
」
が
降
臨
す
る
祭
具
」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
た
ど
り
着
い
た

本
書
の
結
論
は
、「
天
皇
霊
」
は
大
嘗
祭
に
お
い
て
付
与
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
三
種
の
神
器
」
の
承
継
に
よ
る
祭
祀
権

の
継
承
に
よ
っ
て
こ
そ
付
与
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
皇
位
継
承
儀
礼
の
意
味
を
「
血
と
器
と
魂
の
上
に
の
み
、
皇
位

が
定
位
さ
れ
て
き
た
」
こ
と
に
求
め
て
い
る
（
第
三
章
）。

佐
々
木
聖
使
著

『
天
皇
霊
と
皇
位
継
承
儀
礼
』

　
　

新
人
物
往
来
社　

平
成
二
十
二
年
二
月　

四
六
判　

二
三
九
頁　

本
体
二
八
〇
〇
円
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國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
究
事
業
で
あ
る

「
招
魂
と
慰
霊
の
系
譜
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
慰
霊
と
追
悼
研

究
会
）
は
、
計
三
十
回
に
も
及
ぶ
研
究
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を

開
催
し
、
そ
の
研
究
成
果
を
内
外
に
公
表
し
て
き
た
。
本
書
は
、

『
慰
霊
と
顕
彰
の
間
―
近
現
代
日
本
の
戦
死
者
観
を
め
ぐ
っ
て
―
』

に
続
く
、
二
冊
目
の
成
果
論
集
で
あ
る
。
内
容
は
、
平
成
二
十
年

二
月
と
翌
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
、
ま
た

藤
田
大
誠
氏
の
論
文
「
戦
死
者
の
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
と
神
仏
両

式
―
明
治
前
期
に
お
け
る
招
魂
祭
の
展
開
を
中
心
に
―
」
よ
り
構

成
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
大
半
を
占
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
の

一
つ
は
、「
日
本
に
お
け
る
霊
魂
観
の
変
遷
―
「
怨
霊
」
と
「
英

霊
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
で
、
古
代
・
中
世
を
中
心
に
死
者
を
供
養

し
て
神
と
し
て
祀
る
形
態
を
幅
広
い
視
点
で
論
じ
た
山
田
雄
司
氏
、

長
州
桜
山
招
魂
場
形
成
の
経
緯
と
そ
の
歴
史
的
背
景
を
論
じ
た
武

田
秀
章
氏
、
長
州
と
相
対
す
る
会
津
藩
で
の
戦
死
者
祭
祀
を
論
じ

た
今
井
昭
彦
氏
の
各
報
告
、
そ
れ
に
三
土
修
平
・
中
山
郁
両
氏
の

コ
メ
ン
ト
と
全
員
の
討
議
を
収
録
す
る
。
も
う
一
つ
は
「
近
代
日

本
に
お
け
る
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
の
〈
場
〉
―
戦
死
者
と
地
域
社

会
―
」
で
あ
る
。
菅
浩
二
氏
は
、
栃
木
県
と
台
湾
の
招
魂
社
を
事

例
に
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
の
〈
場
〉
と
し
て
の
神
社
を
、
本
康
宏

史
氏
は
、
金
沢
を
事
例
に
軍
都
の
「
慰
霊
空
間
」
と
国
民
統
合
を
、

羽
賀
祥
二
氏
は
、
一
八
九
〇
年
代
の
東
海
地
方
に
お
け
る
戦
争
・

災
害
に
よ
る
死
者
の
〈
慰
霊
〉
と
〈
供
養
〉
の
あ
り
方
を
論
じ
た
。

そ
し
て
高
木
博
志
・
大
原
康
男
両
氏
の
コ
メ
ン
ト
と
全
員
の
討
議

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
前
回
同
様
、
い
ず
れ
も
パ
ネ
リ
ス
ト
の
報

告
は
「
論
文
」
形
式
で
提
示
さ
れ
、
往
々
に
し
て
見
ら
れ
る
よ
う

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
と
は
異
な
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
同
研
究
事
業
の
成
果
論
集
の
特
色
の
一
つ
と
言

え
る
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
「
付
論
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
藤
田
論

文
は
、
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
前
期
を
対
象
に
、
特
に
「
神
仏
合

同
の
招
魂
祭
」
に
注
目
し
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
広
く
詳
細
に
わ

た
っ
て
検
証
し
た
力
篇
で
あ
る
。

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編

『
霊
魂
・
慰
霊
・
顕
彰
―
死
者
へ
の
記
憶
装
置
―
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
二
年
三
月　

Ａ
５
判　

三
五
二
頁　

本
体
三
四
〇
〇
円
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平
成
二
十
年
度
、
皇
學
館
大
学
は
新
入
生
の
必
修
科
目
で
あ
っ

た
「
日
本
学
」（
春
学
期
）
と
「
地
域
文
化
論
」（
秋
学
期
）
を
、
そ

れ
ぞ
れ
「
皇
学
」
と
「
伊
勢
学
」
に
改
め
、
教
養
教
育
の
再
編
成

を
行
っ
た
。
本
書
は
平
成
二
十
年
八
月
か
ら
同
二
十
一
年
四
月
迄
、

神
社
新
報
で
連
載
さ
れ
た
「
皇
学
」
の
講
義
の
要
約
を
再
編
集
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
は
五
章
構
成
で
あ
り
、
始
め
に
、
教
養
教
育
再
編
の
中
心

人
物
で
あ
る
松
浦
光
修
教
授
の
講
義
を
ま
と
め
た
「
皇
学
―
“
愛

と
誇
り
”
の
学
問
」
を
第
一
章
と
し
て
、
本
居
宣
長
か
ら
み
る
自

国
に
対
す
る
意
識
や
信
念
、
ま
た
自
国
へ
の
感
謝
と
報
恩
に
つ
い

て
述
べ
、「
皇
学
」
と
は
日
本
へ
の
愛
と
誇
り
を
与
え
る
学
問
で

あ
り
、
そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
二
章
か

ら
は
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
行
わ
れ
た
講
義
内
容
を
各
章
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
お
り
、
日
本
の
信
仰
に
つ
い
て
述
べ
た

「
日
本
人
と
し
て
。
仰
ぐ
も
の
」、
国
体
思
想
を
中
心
に
国
土
国

家
に
対
す
る
意
識
を
考
察
す
る
「
日
本
人
と
し
て
。
守
る
も
の
」、

戦
後
教
育
か
ら
環
境
、
国
際
社
会
に
お
け
る
将
来
に
つ
い
て
述
べ

た
「
日
本
人
と
し
て
。
伝
え
る
も
の
」、
母
国
の
言
語
や
文
化
芸

術
な
ど
将
来
に
伝
え
る
べ
き
伝
統
に
つ
い
て
ま
と
め
た
「
日
本
人

と
し
て
。
誇
る
も
の
」
と
続
く
。
い
ず
れ
も
「
神
道
を
基
盤
と
し

て
、
皇
室
や
神
宮
を
崇
め
、
祖
先
を
敬
い
、
国
を
愛
し
、
歴
史
・

伝
統
・
文
化
を
尊
ぶ
心
を
育
む
」
と
い
う
、
皇
學
館
大
学
の
「
建

学
の
精
神
の
基
本
」
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、「
お
わ
り

に
」
で
は
、「
皇
学
」
の
前
提
や
背
景
を
整
え
る
為
の
こ
れ
か
ら

の
課
題
と
し
て
、「
日
本
」
と
い
う
文
明
の
特
徴
を
客
観
視
す
る
、

新
た
な
学
問
の
重
要
性
を
提
示
し
て
い
る
。
教
養
教
育
と
し
て
出

発
を
果
た
し
た
「
皇
学
」
と
い
う
学
問
の
、
今
後
の
発
展
が
期
待

さ
れ
る
。

　

新
入
生
を
対
象
と
し
た
講
義
の
要
約
で
あ
る
こ
と
か
ら
内
容
は

理
解
し
や
す
く
、
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
皇
学
」、
あ
る

い
は
神
道
に
関
す
る
書
籍
を
初
め
て
手
に
取
る
読
者
に
も
お
薦
め

し
た
い
一
冊
で
あ
る
。

皇
學
館
大
学
編　
　
〈
神
社
新
報
ブ
ッ
ク
ス
1（
〉

『
日
本
人
と
し
て
。
皇
学
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
二
年
三
月　

新
書
判　

一
四
七
頁　

本
体
一
〇
〇
〇
円
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村
上
重
良
氏
が
昭
和
四
十
五
年
に
『
国
家
神
道
』
を
刊
行
し
て

以
来
、
戦
後
の
国
家
神
道
研
究
の
第
一
人
者
と
み
な
さ
れ
た
。
し

か
し
、
島
薗
氏
が
本
書
で
「
戦
時
中
の
国
家
神
道
の
像
に
ひ
き
ず

ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
と
お
り
、
今
日
で
は
村
上
氏
の
説
か

れ
た
国
家
神
道
に
対
し
疑
問
を
呈
す
る
人
が
多
い
。

　

著
者
は
宗
教
史
学
の
立
場
か
ら
近
代
日
本
の
宗
教
史
・
精
神
史

を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
「
国
家
神
道
と
は
何
か
」
を
究
明
し
、
従

来
お
お
ま
か
に
過
ぎ
て
い
た
日
本
人
論
・
日
本
文
化
論
と
相
対
化

し
て
、
日
本
の
文
化
史
・
思
想
史
や
日
本
宗
教
史
に
つ
い
て
よ
り

的
確
な
理
解
に
近
づ
こ
う
と
す
る
。
特
に
大
日
本
帝
国
憲
法
・
学

校
教
育
・
教
育
勅
語
を
中
心
に
焦
点
を
当
て
今
ま
で
の
国
家
神
道

研
究
と
は
違
っ
た
観
点
で
国
家
神
道
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
る
。

　

本
書
で
は
先
ず
第
一
章
で
、
明
治
維
新
か
ら
大
東
亜
戦
争
終
了

ま
で
の
時
期
を
、
国
家
神
道
と
そ
の
他
の
宗
教
や
精
神
文
化
と
が

重
な
り
合
い
な
が
ら
棲
み
分
け
る
宗
教
地
形
（
世
界
観
構
造
）
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
説
か
れ
、
国
民
の
間
で
広
く
共
有
さ
れ

る
国
家
神
道
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
が
信
奉
す
る
多
様
な
宗
教
や

思
想
の
存
在
が
、
二
重
構
造
の
下
で
物
事
を
考
え
、
生
活
秩
序
を

形
成
し
て
き
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

第
二
章
の
「
国
家
神
道
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
？

―
用
語
法
―
」
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
「
国
家
神
道
」
と
い
う

用
語
の
意
義
が
混
乱
し
て
い
た
為
に
、
そ
の
混
乱
の
由
来
を
考
え

「
国
家
神
道
と
は
何
か
」
を
再
考
し
て
い
る
。

　

続
く
第
三
章
で
は
、
国
民
の
力
を
結
集
し
て
西
欧
諸
国
に
対
抗

し
近
代
国
家
を
形
成
し
た
明
治
維
新
に
お
い
て
、
国
家
神
道
の
樹

立
が
柱
の
一
つ
と
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
。

　

そ
し
て
第
四
章
は
、
教
育
勅
語
渙
発
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
天
皇

中
心
の
国
家
理
念
の
過
程
を
た
ど
り
、
続
く
第
五
章
で
、
戦
後
の

占
領
軍
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
政
策
「
神
道
指
令
」
に
よ
っ
て
本
当
に
国

家
神
道
は
解
体
し
た
の
か
を
、
あ
ら
た
め
て
問
い
た
だ
し
て
い
る
。

従
来
の
国
家
神
道
研
究
に
捉
わ
れ
ず
、
違
っ
た
観
点
で
見
つ
め
直

す
一
冊
で
あ
る
。

島
薗
進
著　
　
〈
岩
波
新
書
〉

『
国
家
神
道
と
日
本
人
』

　
　

岩
波
書
店　

平
成
二
十
二
年
七
月　

新
書
判　

二
三
七
頁　

本
体
八
〇
〇
円




